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(島根県道づくり調整会議)

- C o n t e n t s - 

1. 「島根の『つなぐ道プラン 2020』」策定!!     （道路建設課） 

2. 一般県道 波佐匹見線（匹見工区）が開通しました!!（道路建設課） 

3. 広域基幹林道「匹見美都線」の工事着手     （益田県土整備事務所 治山・林道課） 

4. 道路交通情報 Now!!が新しくなります       （公財 日本道路交通情報センター） 

5. 山陰自動車道建設促進島根県民総決起大会 2020 

           つなげよう!全県民の願い 山陰道（高速道路推進課） 

6. 道路愛護等に努めた方々が表彰されました    （道路維持課） 

道づくりだより 第 149 号

このたび策定しました!!



道路建設課

このたび策定しました!!

島根県では、道づくりの目指すべき方向性を明確にするため、平成15年1月に「しまねの新たな

道づくりビジョン」を策定し、これまで、重点的・効率的・効果的な道路整備を進めており、その

成果は着実に現れています。

しかし、県内の道路整備は未だ十分とは言えない状況であり、また、道路を取り巻く社会情勢も

大きく変化し、新たな課題への対応も必要となっています。

このような状況も踏まえ、今後10年間における道路事業の進め方を示した「島根の『つなぐ道プ

ラン2020』」を策定しました。
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道路建設課

プラン全編については、島根県道路建設課のホームページにて公表しているほか、製本版も用意

しておりますので、ご希望の方は、道路建設課企画調査グループまでご連絡ください。

また、プランの内容につきまして、必要に応じ説明の場も設けさせていただければと思っており

ます。勉強会など研修・広報の機会がございましたら、ぜひご相談ください。

しまね 道プラン

https://www.pref.shimane.lg.jp/infra/road/keikaku/keikaku/douroseibi/michiplan2020.html



一般県道波佐匹見線（匹見工区）が開通しました！
一般県道波佐匹見線は浜田市金城町波佐と益田市匹見町匹見を結ぶ道路です。
本工区は国道488号と国道191号からの交通を結ぶ要所であり、また匹見地域の中心部に位置し
観光や通勤路として重要な路線となっています。しかし屈曲部で見通しが悪く路肩も狭いため歩
行者との接触など通行上の危険性が問題となっていました。
そうした中、歩行者・自動車の安全性向上を目的に、平成28年度より事業に着手し、この度完
成しました。

【事業概要】

右図の赤丸箇所は屈曲箇所となっており、通行車両
及び歩行者の安全が確保されていない状況でした。
その状況を解消するために、赤点線箇所にバイパス
道路を施工しました。また、新たに交差点となる青
丸箇所には、匹見峡温泉側から来る車に対しての右
折レーンを設置し、円滑な交通を確保しました。

位置図

【事業概要】
箇所 ：益田市匹見町匹見地内
延長 ：(一)波佐匹見線 L=218m

国道488号 L=220m
事業期間：H28～R2
道路規格：第3種第4級
設計速度：(一)波佐匹見線 30km/h

国道488号 40km/h
幅員構成：7.0m

（車道 5.5m 路肩部 1.5m）
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【事業実施状況】

匹見峡温泉

国
道
１
９
１
号

★屈曲部の解消

車両進行方向

バイパス区間を
設け、屈曲箇所を
解消しました

歩行者は屈曲箇所の
狭い路肩を通行する
必要がありました

【改良前】 【改良後】

交差点内に横断歩道を
設置することで歩行者の
安全な通行を確保しました

車両進行方向

工事箇所

匹見峡温泉

益田市役所
匹見総合支所

匹見小学校

匹見中学校

匹見中央公園

写真方向 ①

②

写真方向① 写真方向①

写真方向② 写真方向②



益 田 県 土 整 備 事 務 所 
農林工務部 治山・林道課 

本路線は、林野庁が昭和 48年に策定した「大規模林業圏開発基本計画」を基に、長期的・総合的な地
域開発を目的として、大規模林業圏開発林道事業の中国山地公団幹線・支線林道山陰ルート「波佐・阿
武線」の「匹見・美都区間」として計画された林道です。 
 この事業は、森林開発公団（後の独立行政法人緑資源機構）が事業主体となり各区間の整備を進めて
きましたが、平成 19 年に緑資源機構が廃止されたことに伴い、平成 20 年度からは島根県が事業を引継
ぎ、広域基幹林道整備事業として各区間を整備することになりました。 
その中の一部である匹見・美都区間は、路線名を「匹見美都線」として、平成 26 年度より事業着手

し、測量・設計及び各種調整を経て令和元年度より路線起点となる益田市匹見町道川地内の橋梁工事に
着手しました。 

匹見美都線は、益田市匹見町道川地内と同市美都町都茂地内を結ぶ延長 L=3.7km、幅員 W=5.0m の
道路です。 
また、匹見美都線の接続道路である林道春日山線と、支線として計画されている林道美都線が同時採
択され、適切な森林整備の推進と地域環境の改善等のために３路線を並行して一体的な整備を進めてい
ます。 
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EP 

広域基幹林道「匹見美都線」の工事着手 

【 位置図 】 



【橋梁一般図】 

（現在行っている工事の紹介） 
 国道 191 号に接続する起点箇所の橋梁工事より着手し、令和元年度に起点側のA1橋台を施工してお
り、令和２年度工事で対岸のA2 橋台と上部工を順次施工する予定です。 
 橋梁工事の期間は 3カ年を予定しており、令和 3年度末の完了を目指し進めています。 

【写真】 
○起点付近（令和２年７月撮影）      ○左岸橋梁下部工（令和２年７月撮影） 

 大規模林業圏開発林道事業で進められてきた県内各路線も、匹見美都線の着工により全路線・全区間
の着工が実現しました。 
 路線開通の効果も大いに期待されていますが、県内大規模林道の全線開通により、周辺森林の林業活
動はもとより周辺市町の広域的な物流等、地域振興に大きく寄与するものと考えます。 
 県内で最後に着手した大規模林道「匹見美都線」の早期開通に向けて今後も取り組んでいきます。 

橋  種：上路式鋼道路橋 
橋  長：L=29.0m 
有効幅員：W=5.0m 
上 部 工：鋼単純合成版桁橋 
下 部 工：逆T式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ橋台 
基 礎 工：直接基礎（岩着） 

R191 

至益田 

至広島 

赤谷川 

【 橋梁一般図 】 

【 写真 】 



   (公財)日本道路交通情報センター 

(公財)日本道路交通情報センターでは、道路を安全で円滑に走行いただくためにＨＰ上に道路 

交通情報提供画面（道路交通情報 Now!!）を開設していますが、本年１０月２０日からシステムをリ

ニューアルしました。より便利に分かりやすい表示に変更しますのでご紹介します。お車を運転され

る際は是非ご活用ください。 

URL：https//www.jartic.or.jp/ 

【新たなシステムの概要】 

１  道路交通情報の提供は、従来の簡易図形からデジタル道路地図を使って高速道路を含む全ての道

路を三段階（ズームレベル 10,12,14）で表示します。なお、高速道路及び都市高速道路については

簡易図形も併用します。 

【現行】                 【新】 

【ズームレベル】 

（ズームレベル 10）          （ズームレベル 12）           （ズームレベル 14） 

２ 「道路交通情報 Now!!」と「災害時情報提供サービス」を 1 つのサイトに統合し、利便性の向上

を図ります。 

３  モバイル端末でもより見やすく閲覧できるようになります。 

 ４  新たにポップアップ表示に“渋滞情報”を追加します。 

【渋滞情報（ポップアップによる表示）】              

道路交通情報 Now!!が新しくなります。 



山陰道（安来 益田）の沿線市等で組織する山陰自動車道

（安来 益田）建設促進期成同盟会主催の「山陰自動車道建設

促進島根県民総決起大会’２０」が、９月２６日（土）に大田

市（サンレディ大田）で開催されました。

今回は新型コロナウイルス感染症対策として、例年より規模

を縮小した大会となりましたが、舞立参院議員や三浦参議院議

員、丸山知事をはじめとした来賓及び一般参加者約２５０人が、

山陰道の早期整備を強力に進めるため一致団結しました。

（講演：相原氏）

（意見発表：竹下氏） （がんばろう三唱）

冒頭、主催者である同盟会会長の楫野大田市長が「少子高齢化と人口減少が進む本県において、

観光産業は地域経済を支える柱であり、コロナ収束後の経済のＶ字回復のためには、山陰道が繋

がり、県東西の移動が活発化される必要がある」と山陰道の早期整備の必要性を訴えられました。

また、意見発表では、有限会社旭養鶏舎の

竹下靖洋社長から、企業にとっての山陰道の

必要性や早期整備の願いを直接聞くことがで

きました。

続いて行われた基調講演では、国立情報学研究所の相原健郎准教授が『人を動かす「期待」と

「つながり」』と題し、人は期待とつながりで動き、地域活性化にはストーリーとつながりで線

や面を構成すること、そのためには地域へのアクセス性が鍵であることをご説明いただきました。

大会最後には、同盟会副会長である山下江

津市長が読み上げた決議文が採択され、同じ

く同盟会副会長の山本益田市長が、山陰道全

線開通に向けて「がんばろう」を三唱し大会

を締めくくりました。

（決議文）

高速道路推進課

山陰自動車道建設促進島根県民総決起大会２０２０
つなげよう！全県民の願い 山陰道



道路維持課

道路愛護等に努めた方々が表彰されました

８月２０日、県庁講堂において、「道路交通の安全、道路の正しい利用、道路愛護等に努めそ

の功績が特に顕著な民間の団体又は個人に対する国土交通大臣表彰」の伝達式と「みんなで守り

育てるしまねの道と川の愛護活動表彰」の授与式が行われました。 

丸山知事と記念撮影をされる代表者の方々。  
左から：知事、一八四クラブ(飯南町) 

～国土交通大臣表彰～ 

国土交通省では、８月の「道路ふれあい月間」中に「道路交通の安全、道路の正しい利用、道路愛護等に

努めその功績が特に顕著な民間の団体または個人に対する表彰」という名称の国土交通大臣表彰を行ってい

ます。島根県からは３団体が表彰されました。 

左から：知事、大芦道路愛護クラブ(松江市) 

大賀所長(浜田県土整備事務所)と記念撮影をされる
代表者の方。 
左から：鹿賀自治会(江津市)、大賀所長 
※表彰式欠席のため後日管轄事務所 所長より表彰 



◇受賞の皆様

鹿賀自治会（江津市）

平成１７年から長年にわたり継続して活動を行っておられます。事故防止のため作業前ミーティ

ングの実施及び専任の見回り監視を設置するなど最新の注意を払いながら、安全かつ確実に作業を

実施し、環境整備に大きく貢献しておられます。 

●作業人員：１９人 

●作業延長：４．３ｋｍ  

●年間作業日数：2日  

●従事年数：１５年

●作業路線：一般県道 日貫川本線 

●作業人員：約１０～１５人    

●作業延長：約１２．３ｋｍ  

●年間作業日数：年2回 約 8日 

●従事年数：１４年 

●作業路線：国道１８４号 

大芦道路愛護クラブ（松江市）

 地域の美化をはかるために活動をしておられます。活動範囲が小学校の通学路でもあり、地域の

環境美化だけでなく安全確保にも大きく貢献しておられます。 

●作業人員：２０人    

●作業延長：１ｋｍ  

●年間作業日数：２日 

●従事年数：１３年 

●作業路線：主要地方道 松江島根線 

一八四クラブ（飯南町）

平成１８年から活動を初め現在に至るまで年2回の活動を継続的に行っておられます。作業延長

が長いため 1 回の活動は約３日～５日かけて実施されています。「自らの力で管理をし、安全で利

用しやすい道路を維持する。」という郷土愛で環境美化に大きく貢献しておられます。 



～島根県知事表彰～ 

 島根県では、「みんなで守り育てるしまねの道と川の愛護活動表彰」という知事表彰を行っています。 

道路部門では、長年の功績を称えられた１０団体が表彰されました。 

◇受賞の皆様

●一の会（津和野町）※表彰式は欠席

  長い区間の草刈を長年に渡り実施されており、近

隣自治会で構成される美化活動にも参加し、県道沿

いの植樹管理を行うなど地域の環境整備に大いに貢

献しておられます。

●谷自治会（江津市） 

 長年にわたり美化活動及び草刈活動を自治会一丸

となって熱心に取り組んでおられます。沿線の耕作放

棄地を自治会が独自に借り上げ草刈を行うなど地域

の環境整備にも大いに貢献しておられます。 

●上市常会（奥出雲町）

主要地方道 玉湯吾妻山線は松江市から奥出雲町に

通じる主要幹線道路であり通行量も多く、伸びる草木

は交通の支障をきたすことが多い所です。長年にわた

り熱心に活動に取り組んでおられます。

左から：知事、西地合町自治会 

●西地合町自治会（出雲市）

 昭和の時代から活動しており長年に渡る活動のた

め、住民の参加意識も強く、地域一体となって地区

全体の美化に努めておられます。 

左から：知事、谷自治会 

左から：知事、上市常会 

左から：知事、一畑北友会 

●一畑北友会（出雲市）

昭和 53 年に第一回一畑薬師マラソンに併せて発

足。地元住民に若い人が少なくなり高齢化が進むなか

で会員が一丸となって活動を行っており、マラソン参

加のため全国から来られる皆さんや地域の環境整備

に大いに貢献しておられます。



●池田区（隠岐の島町）※表彰式は欠席

地元の環境美化と整備のため、花壇の美化、沿道草刈

を 10 年以上継続して熱心に取り組んでおり地域の環

境整備に大いに貢献しておられます。  

左から：知事、野井区 

●小屋原道路愛護団（大田市）

平成17年に愛護団体に認定されて以来、地元の地域

環境の維持向上を目的に 10 年以上継続して熱心に取

り組んでおられ、地域の環境整備に大いに貢献しておら

れます。  

左から：知事、小屋原道路愛護団 

●野井区（松江市）

平成２０年より草刈や清掃などの活動を継続して行

っており、地域の美化に大いに貢献するとともに、県道

は草に覆われると復員が狭いため、草刈により夏季の来

町者の交通安全対策になっており、県道の安心、安全を

担う活動をしておられます。 

●中野下谷自治会（雲南市）

中野地区の玄関口として気持ちよく来ていただき、ま

た車両が安全に通行できるようにと取り組んでおられ

ます。主要地方道 出雲奥出雲線、一般県道 掛合大東線

の 2 路線を長きにわたり行い、地域の環境保全に大い

に貢献しておられます。 

左から：知事、中野下谷自治会 ●三島寿会（川本町）※表彰式は欠席

平成17年に愛護団体に認定されて以来、14年間継

続して活動を行っており、また活動範囲が川本中学校の

通学路にもなっており、子供達が綺麗な歩道を登下校で

きるよう美化活動を積極的に行い、地域の環境整備に大

いに貢献しておられます。 


